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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査目的 

   本市は、平成１９年１１月に『山口市総合計画』を策定し、１０年後のめざすま

ちの姿「ひと、まち、歴史と自然が輝く交流と創造のまち 山口」の実現に向け、

諸施策に取り組んでいるところである。 

次期総合計画の策定を平成３０年に控え、本格的な人口減少時代や高齢社会の到

来、経済のグローバル化など、本市を取り巻く環境は大きく変化している。 

こうした状況を踏まえ、このたびの『市民意識調査』は次期計画策定にあたって

の基礎資料とするために実施するもので、将来的な行政ニーズやこれからの市民意

識がどこに向かおうとしているのかを把握することを主な目的としている。 

 

２ 調査対象者 

   市内に在住する１８歳以上の市民約５，０００人（無作為抽出） 

 

３ 調査方法 

郵送方式・本人記入 

 

４ 調査期間 

   平成２７年９月８日（火）から９月３０日（水）まで 

 

５ 調査項目 

市民意識等の経年変化を追跡するため、基本的な項目については前回（平成

２３年７月実施）の「市民意識調査」の設問を踏襲しつつ、新たな行政課題等を踏

まえ、次の項目を新たに追加した。 

 

基本的な項目               追加する項目 

①回答者の属性              ➊誇れる地域資源 

②生活形態（充足度）           ➋今後のまちづくりについて 

③地域・市の満足度            ➌人口減少・高齢社会について 

④現状の市民意識             ➍総合計画の現状満足度 

 

６ 設問数 

全１２問（２８項目） 

 うち基本事項（性別、年代、地域等）に関する設問６項目、自由意見欄１項目 
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７ 回収結果 

   総配布数   ５，０３７人 

   回収数    ２，５７３人 

   回収率     ５１．１％（前回：４４．９％） 

（人・％） （ポイント）

地域
１８歳以上の
市民
H27.4.30現在

発送数 有効回収数
有効回収率
（今回）

有効回収率
（前回）

回収率増減
（今回ー前回）

大殿 6,667 208 92 44.2 50.7 -6.5

白石 8,577 266 147 55.3 47.0 8.3

湯田 10,579 329 155 47.1 44.8 2.3

仁保 2,904 90 46 51.1 43.3 7.8

小鯖 3,976 124 61 49.2 40.3 8.9

大内 18,727 584 284 48.6 44.7 3.9

宮野 12,146 379 198 52.2 45.2 7.0

吉敷 11,970 373 210 56.3 46.4 9.9

平川 13,014 399 173 43.4 39.0 4.4

大歳 10,793 338 159 47.0 39.9 7.1

陶 2,103 67 28 41.8 33.8 8.0

鋳銭司 2,434 76 37 48.7 44.4 4.3

名田島 1,261 38 22 57.9 52.5 5.4

秋穂二島 2,265 71 42 59.2 37.5 21.7

嘉川 5,900 184 101 54.9 44.4 10.5

佐山 2,419 76 40 52.6 50.7 1.9

小郡 20,491 641 318 49.6 41.8 7.8

秋穂 6,178 193 98 50.8 47.7 3.1

阿知須 7,713 241 115 47.7 47.0 0.7

徳地 5,801 180 100 55.6 42.7 12.9

阿東 5,802 180 98 54.4 49.8 4.6

居住地無回答 49

合計 161,720 5,037 2,573 51.1 44.9 6.2  

 

８ 留意事項 

図表内の割合を示す数値は、全て百分率（％）で表し、小数点以下第２位を四捨

五入している。そのため、合計値は必ずしも１００にならない。また、複数回答に

ついては、回答項目ごとに算出していることから、合計数値は１００にならない。 

  ※９ページ以降の図表は「全体」の数値を示している。また、設問選択肢の表記に

ついて、一部簡略化している場合がある。 
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Ⅰ 調査の概要 

９ 標本誤差 

 

  意識調査やアンケート調査を行う場合、全母集団を対象とすることが望ましいが、

実際には適切な数を抽出して調査（標本調査）を行うことになる。そのため、標本調

査の結果が、どの程度の精度を持った回答結果であるのか検討することが必要であり、

その精度は「標本誤差」を算出することで把握できる。 

  「標本誤差」とは、ある設問の回答割合に対する誤差を示しており、次式により表

すことができる。通常の標本調査では、信頼度を 95％に設定するケースが多く、こ

こでも信頼度を 95％と設定する。これは、100 回同じ調査を実施した場合、概ね 95

回はこの精度が得られることを示す。 

Ｎーｎ Ｐ（１－Ｐ） Ｐ（１－Ｐ）

Ｎー１ ｎ ｎ
≒ 1.96　×1.96　× ×

標本
誤差

＝

 

Ｎ：母集団数（人）、ｎ：回答者数（人）、Ｐ：回答の比率（小数） 

 ※標準正規分布において、信頼度を95％に設定したときには、信頼度の定数kは1.96となる。 

 

上式をもとに、本調査の標本誤差の早見表を掲げるが、「全体」では、母集団Ｎ＝

161,720 人（山口市の 18 歳以上の人口）、回答者ｎ＝2,573 人であるため、 

 

 

       今回の調査結果の標本誤差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「全体」では、最も誤差が大きくなる 50％の回答率に対して 1.9％の誤差となってお

り、ある設問で回答率が50％であった場合の誤差は、95％の確率で50±1.9％（48.1％

～51.9％）の範囲内となり、精度の高い結果になっている。ただし、回答者数が１０

０人を下回る区分では、誤差が 10％を超えることがあることから、数値の取扱いに

注意が必要である。 

Ｎーｎ

Ｎー１
≒ 1として算出している。

2,573 ±1.2% ±1.6% ±1.8% ±1.9% ±1.9%

1,474 ±1.5% ±2.0% ±2.3% ±2.5% ±2.6%

1,033 ±1.8% ±2.4% ±2.8% ±3.0% ±3.1%

471 ±2.7% ±3.6% ±4.1% ±4.4% ±4.5%

318 ±3.3% ±4.4% ±5.0% ±5.4% ±5.5%

100 ±5.9% ±7.8% ±9.0% ±9.6% ±9.8%

22 ±12.5% ±16.7% ±19.2% ±20.5% ±20.9%

　
Ｐ

　ｎ

10%また
は90%

50%
40%また
は60%

30%また
は70%

20%また
は80%
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１ 回答者の構成 

 

（１）男女別 

・有効回収した調査票２，５７３のうち男女別構成は、男性が１，０３３人 

（４０．１％）、女性が１，４７４人（５７．３％）、記入がなく無回答が６６人 

（２．６％）であった。 

・有効回答者の構成比率を見ると、女性の比率が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 1,033 1,474 66

100.0 40.1 57.3 2.6

（上段：人数、下段：構成比）

総数 無回答女男

40.1%

57.3%

2.6%
(%)

男

女

無回答

 
 

- 9 - 



Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１ 回答者の構成 

 

 （２）年齢別 

・年齢別構成は、１０歳代が３３人（１．３％）、２０歳代が１７０人（６．６％）、

３０歳代が３０５人（１１．９％）、４０歳代が３７２人（１４．５％）、５０歳

代が３８９人（１５．１％）、６０歳～６４歳が２２１人（８．６％）、６５歳～

６９歳が３１１人（１２．１％）、７０歳～７４歳が２５９人（１０．１％）、 

７５歳以上が４７１人（１８．３％）、記入がなく無回答が４２人（１．６％）

であった。 

 

  ※１０歳代の標本数は１００を大きく下回っており、標本誤差が１０％以上生じる

ことから、１０ページ以降の年齢別の調査結果を見る際は、標本数が少ないほど

精度が落ちる（標本誤差が大きい）ことに留意が必要である。（「標本誤差」につ

いては３ページ参照） 

 

 

 

（人・％）

33 170 305 372 389 221 311 259 471 42

1.3 6.6 11.9 14.5 15.1 8.6 12.1 10.1 18.3 1.6

（上段：人数、下段：構成比）

１０歳代 ４０歳代３０歳代２０歳代

2,573

100.0

７５歳
以上

無回答総数 ５０歳代
６０歳
～６４

歳

６５歳
～６９

歳

７０歳
～７４

歳

1.3 6.6 11.9 14.5 15.1 8.6 12.1 10.1 18.3 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代

６０歳～６４歳 ６５歳～６９歳 ７０歳～７４歳 ７５歳以上 無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１ 回答者の構成 

 

 （３）職業別 

・職業別構成は、会社員・公務員などお勤めの方が７４３人（２８．９％）、自営

業・会社役員(農林水産業で専業の方を含む)が１９８人（７．７％）、パートタ

イマー・アルバイトが３５２人（１３．７％）、家事専業が３７４人（１４．５％）、

学生が６８人（２．６％）、無職が６６１人（２５．７％）、その他が１０５人    

（４．１％）、記入がなく無回答が７２人（２．８％）であった。 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 743 198 352 374 68 661 105 72

100.0 28.9 7.7 13.7 14.5 2.6 25.7 4.1 2.8

（上段：人数、下段：構成比）

パートタイ
マー・アル
バイト

総数

自営業・会
社役員(農林
水産業で専
業の方を含
む)

無回答学生 無職 その他
会社員・公
務員などお
勤めの方

家事専業

28.9 7.7 13.7 14.5 2.6 25.7 4.1

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社員・公務員などお勤めの方
自営業・会社役員(農林水産業で専業の方を含む)
パートタイマー・アルバイト
家事専業
学生
無職
その他
無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１ 回答者の構成 

 

 （４）地域別 

・地域別構成は、大殿が９２人、白石が１４７人、湯田が１５５人、仁保が４６人、

小鯖が６１人、大内が２８４人、宮野が１９８人、吉敷が２１０人、平川が 

１７３人、大歳が１５９人、陶が２８人、鋳銭司が３７人、名田島が２２人、秋

穂二島が４２人、嘉川が１０１人、佐山が４０人、小郡が３１８人、秋穂が９８

人、阿知須が１１５人、徳地が１００人、阿東が９８人、記入がなく無回答が 

４９人であった。 

 

  ※標本数が１００を大きく下回る地域については、標本誤差が１０％以上生じるこ

とから、１５ページ以降の地域別の調査結果を見る際は、標本数が少ないほど精

度が落ちる（標本誤差が大きい）ことに留意が必要である。 

 

（人・％）

人数 構成比

92 3.6

147 5.7

155 6.0

46 1.8

61 2.4

284 11.0

198 7.7

210 8.2

173 6.7

159 6.2

28 1.1

37 1.4

22 0.9

42 1.6

101 3.9

40 1.6

318 12.4

98 3.8

115 4.5

100 3.9

98 3.8

49 1.9

2,573 100.0

※網掛けの７地域については、１０％以上の標本誤差に留意が必要

佐山

小郡

秋穂

阿知須

無回答

陶

秋穂二島

嘉川

地域

大殿

白石

湯田

鋳銭司

名田島

合計

徳地

阿東

仁保

小鯖

大内

宮野

吉敷

平川

大歳

0 100 200 300 400

大殿

白石

湯田

仁保

小鯖

大内

宮野

吉敷

平川

大歳

陶

鋳銭司

名田島

秋穂二島

嘉川

佐山

小郡

秋穂

阿知須

徳地

阿東

つ回答

（人）

人数
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１ 回答者の構成 

 

 （５）居住年数別 

・居住年数別構成は、１年未満が４４人（１．７％）、１年～５年未満が１６２人

（６．３％）、５年～１０年未満が１５５人（６．０％）、１０年～２０年未満が

３２１人（１２．５％）、２０年以上が１，８６０人（７２．３％）、記入がなく

無回答が３１人（１．２％）であった。 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 44 162 155 321 1,860 31

100.0 1.7 6.3 6.0 12.5 72.3 1.2

（上段：人数、下段：構成比）

総数
５年～
１０年未満

１年～５年
未満

２０年以上 無回答１年未満
１０年～
２０年未満

1.7
6.3

6.0 12.5 72.3 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年未満 １年～５年未満 ５年～

１０年未満

１０年～

２０年未満

２０年以上 無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１ 回答者の構成 

 

 （６）居住理由別 

・居住理由別構成は、もともと山口市で生まれたが１，０５２人（４０．９％）、

自分または家族の転勤のためが４２１人（１６．４％）、就職のためが１９８人    

（７．７％）、結婚のためが４０９人（１５．９％）、入学・進学のためが５２人 

（２．０％）、定年退職（老後）のためが７１人（２．８％）、家族・親族と同居

または近くに住むためが２１３人（８．３％）、通勤・通学が便利なためが６６

人（２．６％）その他が１０７人（４．２％）、記入がなく無回答が３４人 

（１．３％）であった。 

 

 

 

（人・％）

2,623 1052 421 198 409 52 71 213 66 107 34

101.9 40.9 16.4 7.7 15.9 2.0 2.8 8.3 2.6 4.2 1.3

（上段：人数、下段：構成比）

無回答
入学・進学
のため

定年退職
(老後）の
ため

家族・親族
と同居また
は近くに住
むため

もともと山
口市で生ま
れた

結婚のため その他
通勤・通
学が便利
なため

総数 就職のため
自分または
家族の転勤
のため

7.7 15.9 2.0

2.8

8.3 2.6

4.2

1.340.9 16.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

もともと山口市で生まれた 自分または家族の転勤のため

就職のため 結婚のため

入学・進学のため 定年退職(老後）のため

家族・親族と同居または近くに住むため 通勤・通学が便利なため

その他 無回答

 

 

 

- 14 - 



 

Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

２ 生活形態などについて 

 

 （１）身の回り品の買物地域 

全 体 

「お住まいの地域内」が６８．５％と最も高い値を示し、続いて「市内の他地

域」が２３．２％、「県内他市町」が４．５％、｢その他｣が０．７％、「通信販

売、インターネット」が０．３％となっている。 

地域別 

「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、大内の９５．１％、小郡

の８７．４％、平川の８３．８％など、「県内他市町」で高い数値を示してい

るのが徳地の３１．０％、阿知須の２２．６％、佐山の２０．０％などとなっ

ている。 

男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

年齢別 

「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、７５歳以上の７７．１％、

２０歳代の７２．４％となっている。また「県内他市町」で高い数値を示して

いるのが、５０歳代の６．７％、４０歳代の５．９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 1,763 598 115 7 17 73

100.0 68.5 23.2 4.5 0.3 0.7 2.8

（上段：人数、下段：構成比）

総数 その他 無回答県内他市町
市内の他地
域

お住まいの
地域内

通信販売・
インター
ネット

68.5

23.2

4.5
0.3 0.7 2.8

0

10

20

30

40

50

60

70

お
住
ま
い
の
地
域
内

市
内
の
他
地
域

県
内
他
市
町

通
信
販
売
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

そ
の
他

無
回
答

(
%)
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

２ 生活形態などについて 

 

 （２）耐久消費財の買物地域 

全 体 

「市内の他地域」が３９．０％と最も高い値を示し、続いて「お住まいの地域

内」が３８．５％、「県内他市町」が１０．６％、「通信販売やインターネット」

が４．９％、「県外」が２．８％、「その他」が０．４％となっている。 

地域別 

「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、平川の７３．４％、大内

の５９．９％、阿知須の５３．９％など、「県内他市町｣で高い数値を示してい

るのが、徳地の６４．０％、秋穂の４４．９％、阿知須の３３．９％などとな

っている。 

男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

年齢別 

年齢別では「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、７５歳以上の

５３．１％、７０歳～７４歳の４５．２％となっており、高年齢層ほど数値が

高い傾向にある。「通信販売やインターネット｣で高い数値を示しているのが、

１０歳代の１８．２％、３０歳代の１４．８％、２０歳代の７．６％など、「県

外」で高い数値を示しているのが、１０歳代の９．１％、３０歳代の８．５％、 

２０歳代の７．１％となっており、若年層ほど数値が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 990 1,003 272 126 71 11 100

100.0 38.5 39.0 10.6 4.9 2.8 0.4 3.9

（上段：人数、下段：構成比）

その他 無回答総数
お住まいの
地域内

市内の他地域 県内他市町
通信販売や
インター
ネット

県外

38.5 39.0

10.6

4.9
2.8

0.4
3.9

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45

お
住
ま
い
の
地
域
内

市
内
の
他
地
域

県
内
他
市
町

通
信
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

県
外

そ
の
他

無
回
答

(

%)
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

２ 生活形態などについて 

 

 （３）通勤・通学地域 

全 体 

「市内の他地域」が４１．３％と最も高い値を示し、続いて「お住まいの地域

内」が３５．８％、｢県内他市町｣が１６．０％、「県外｣が２．４％、「その他」

が０．９％となっている。 

地域別 

「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、阿東の６５．４％、秋穂

二島の５０．０％、小郡の４７．３％など、「県内他市町｣で高い数値を示して

いるのが、徳地の４４．０％、阿知須の４０．３％、佐山の３５．３％などと

なっている。 

男女別 

「お住まいの地域内」と「市内の他地域」を合わせた値が、男性７１．１％、

女性８３．０％で女性が１１．９ポイント高く、「県内他市町」が男性 

２１．２％、女性１０．９％で男性が１０．３ポイント高くなっている。 

年齢別 

「県内他市町」で高い数値を示しているのが、２０歳代の２０．９％、６５歳

～６９歳の１８．７％、５０歳代の１８．０％、３０歳代の１７．６％となっ

ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（人・％）

1,466 525 605 234 35 13 54

100.0 35.8 41.3 16.0 2.4 0.9 3.7

（上段：人数、下段：構成比）

県外 その他 無回答総数
お住まいの
地域内

市内の他地域 県内他市町

35.8
41.3

16.0

2.4 0.9
3.7

0

10

20

30

40

50

お
住
ま
い
の
地
域
内

市
内
の
他
地
域

県
内
他
市
町

県
外

そ
の
他

無
回
答

(

%)
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

２ 生活形態などについて 

 

 （４）通院医療機関地域 

全 体 

「お住まいの地域内」が５９．０％と最も高い値を示し、続いて「市内の他地

域」が２９．０％、「県内他市町」が８．０％、「県外」が０．５％、「その他」

が０．２％となっている。 

地域別 

「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、小郡の８４．６％、湯田

の７４．８％、大内の７０．８％など、「県内他市町」で高い数値を示してい

るのが、徳地の７４．０％、秋穂の２９．６％、阿知須の２６．１％などとな

っている。 

男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

年齢別 

「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、１０歳代の６６．７％、 

２０歳代の６２．４％、７５歳以上の６１．６％となっており、区分による差異

はほとんどみられない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（人・％）

2,573 1,518 747 207 13 6 82

100.0 59.0 29.0 8.0 0.5 0.2 3.2

（上段：人数、下段：構成比）

その他総数
お住まいの
地域内

市内の他地域 県内他市町 県外 無回答

59.0

29.0

8.0

0.5 0.2
3.2

0

10

20

30

40

50

60

お
住
ま
い
の
地
域
内

市
内
の
他
地
域

県
内
他
市
町

県
外

そ
の
他

無
回
答

(

%)
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

２ 生活形態などについて 

 

 （５）買物、医療機関利用時の交通手段 

全 体 

１位が「自家用車（バイクを含む）」の８１．７％、続いて「自転車」の 

７．０％、「バス」の３．１％、「徒歩」の２．４％、「タクシー」の２．２％、

「鉄道」の０．４％、「その他」の０．４％となっている。 

地域別 

「自家用車(バイクを含む)」が全地域で１位となっている。 

男女別 

「自家用車（バイクを含む)」が男性の８８．２％に対して女性が７７．３％

で男性が１０．９ポイント高く、「バス」が男性の０．９％に対して女性が   

４．５％で女性が３．６ポイント高くなっている。 

年齢別 

１０歳代の「自転車」（５１．５％）、「徒歩」（６．１％）が他の年齢区分に比

べて高くなっており、７５歳代以上の「バス｣（１１．０％）、「タクシー」 

（９．３％）が他の年齢区分に比べて高くなっている。 

 

（人・％）

2,573 2,102 80 11 56 180 63 11 70

100.0 81.7 3.1 0.4 2.2 7.0 2.4 0.4 2.7

（上段：人数、下段：構成比）

総数
自家用車

（バイクを
含む）

バス 鉄道 無回答タクシー 自転車 徒歩 その他

81.7%

3.1%
0.4%
2.2%

7.0%

2.4% 0.4% 2.7%

自家用車（バイクを含む）

バス

鉄道

タクシー

自転車

徒歩

その他

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

３ 定住の意識 

 

 
全 体 

「ずっと住み続けたい」（６１．１％）と「当分は住み続けたい」（２４．３％）

を合わせた値は８５．４％となっている。 

地域別 

「ずっと住み続けたい」と「当分は住み続けたい」を合わせた値は、佐山   

（９７．５％）、阿知須（９２．２％）、仁保（９１．３％）の順で高くなって  

いる。逆に低いのは、陶（６４．３％）、小鯖（７８．７％）、阿東（７９．６％） 

の順となっている。 

男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

年齢別 

「ずっと住み続けたい」と「当分は住み続けたい」を合わせた値は、７５歳以

上（９０．３％）、６５歳～６９歳（８９．４％）、７０歳～７４歳（８８．８％）

の順で高くなっている。逆に低いのは、１０歳代（３９．４％）、２０歳代 

（７１．２％）の順で高くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（人・％）

2,573 1,572 626 41 49 252 33

100.0 61.1 24.3 1.6 1.9 9.8 1.3

（上段：人数、下段：構成比）

総数
ずっと住み
続けたい

無回答わからない
当分は住み
続けたい

市内で転居
したい

市外へ転出
したい

ずっと住み続けた

い, 61.1%

当分は住み続け

たい, 24.3%

市内で転居した

い, 1.6%

市外へ転出した

い, 1.9%

わからない, 9.8%

無回答, 1.3%

ずっと住み続けたい

当分は住み続けたい

市内で転居したい

市外へ転出したい

わからない

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

４ 山口市のまちの魅力（評価していること）（３つまで） 

 

 
全 体 

１位が「地震が少ない」で４７．５％、２位が「静かで落ち着いた雰囲気を持

っている」で３９．６％、続いて、「犯罪が少なく治安がよい」が３０．６％、

「海や山などの自然に恵まれている」が２６．５％。「道路や駐車場が整備さ

れ自動車の移動に便利である」が２２．５％、「まちなみと自然が調和した美

しい景観が保たれている」が１５．２％、「医療機関が充実している」が１３．

２％、「食べ物がおいしい」が１２．６％、「子どもの教育環境が整っている」

が１０．８％となっている。 

地域別 

「海や山などの自然に恵まれている」が１位となったのが、秋穂二島、佐山、

秋穂、「地震が少ない」が１位となったのが、仁保、小鯖、大内、平川、大歳、

陶、鋳銭司、名田島、佐山、小郡、阿知須、徳地（佐山は上位２項目が同率）、

「静かで落ち着いた雰囲気を持っている｣が１位となったのが、大殿、白石、

湯田、宮野、吉敷、名田島、嘉川（名田島は上位２項目が同率）となっている。

項目ごとで高い数値を示しており特徴的なのは、「子どもの教育環境が整って

いる」では、白石（３１．３％）、「まちなみと自然が調和した美しい景観が保

たれている」では、小鯖（３２．８％）、「食べ物がおいしい」では、阿東 

（３８．８％）、秋穂（２９．６％）、「バスや鉄道などの交通の便がよい」で

は、小郡（２５．５％）、「道路や駐車場が整備され自動車の移動に便利である」

では、陶（３９．３％）、「大規模な公園や自然とふれあう場が整備されている」

では、吉敷（１６．２％）、大歳（１５．１％）、阿知須（１４．８％）となっ

ている。 

男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

年齢別 

「地震が少ない｣が１０歳代、４０歳以上で１位、「静かで落ち着いた雰囲気を

持っている」が２０歳代、３０歳代で１位となっている。 

 

 

  ※図表は次ページ 
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

４ 山口市のまちの魅力（評価していること）（３つまで） 
 

（件・％）

6,936 277 226 45 99 392 682 1,222

269.6 10.8 8.8 1.7 3.8 15.2 26.5 47.5

325 55 65 176 580 23 340

12.6 2.1 2.5 6.8 22.5 0.9 13.2

39 200 787 1,018 6 241 53 85

1.5 7.8 30.6 39.6 0.2 9.4 2.1 3.3

（上段：件数、下段：構成比）

医療機関
の充実

大規模な
公園など
の充実

バリアフ
リーの進展

犯罪が少
なく治安
がよい

静かで落ち
着いた雰囲
気

まちの活
気、にぎわ
い

道路や駐車
場の利便性

民間福祉
サービス
の充実

無回答

働きがい
のある職
場

バスや鉄道
などの交通
利便性

スポーツ施
設の充実

まちなみと
自然が調和
した美しい
景観

海や山など
の自然

地震が少
ない

基本的な社
会資本整備

その他

総数
子どもの
教育環境

文化・芸
術施設の
充実

観光施設
の充実

食べ物が
おいしい

魅力的な
ショッピ
ングや外
食の場

10.8 8.8 1.7
3.8

15.2
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0.9
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0.2
9.4 2.1

3.3

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

子
ど
も
の
教
育
環
境

文
化
・
芸
術
施
設
の
充
実

観
光
施
設
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

ま
ち
な
み
と
自
然
が
調
和
し
た
美
し
い
景
観

海
や
山
な
ど
の
自
然

地
震
が
少
な
い

食
べ
物
が
お
い
し
い

魅
力
的
な
シ
�
ッ
ピ
�
グ
や
外
食
の
場

働
き
が
い
の
あ
る
職
場

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
交
通
利
便
性

道
路
や
駐
車
場
の
利
便
性

バ
�
ア
フ
�
ー
の
進
展

医
療
機
関
の
充
実

民
間
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

大
規
模
な
公
園
な
ど
の
充
実

犯
罪
が
少
な
く
治
安
が
よ
い

静
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

ま
ち
の
活
気
、
に
ぎ
わ
い

基
本
的
な
社
会
資
本
整
備

そ
の
他

無
回
答

(%
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

５ 山口市の地域資源（３つまで） 

 

 
全 体 

１位が「国宝『瑠璃光寺五重塔』・大内文化」で５６．１％、２位が「ＳＬ『や

まぐち』号」で４０．７％、続いて「海や山など豊かな自然」で３０．５％、

「湯田温泉」が２７．１％、「パークロードをはじめとした美しい道路」が 

２６．２％、「明治維新の関連史跡」が２５．６％、「農林水産物などの特産品」

が２３．３％、「サビエル記念聖堂・日本のクリスマスは山口から」が 

１６．２％となっている。 

地域別 

「国宝『瑠璃光寺五重塔』・大内文化」が１位となったのが、大殿、白石、湯

田、仁保、小鯖、大内、宮野、吉敷、平川、大歳、鋳銭司、名田島、嘉川、佐

山、阿知須、「ＳＬ『やまぐち』号」が１位となったのが、陶、小郡、阿東、｢海

や山など豊かな自然｣が１位となったのが、秋穂二島、秋穂、徳地となってい

る。 

男女別 

男女ともに「国宝『瑠璃光寺五重塔』・大内文化」が１位で、「ＳＬ『やまぐち』

号」が２位となっている。 

年齢別 

「ＳＬ『やまぐち』号」が３０歳代以下で１位、「国宝『瑠璃光寺五重塔』・大

内文化」が４０歳以上で１位となっている。 

 

 

  ※図表は次ページ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 23 - 



Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

５ 山口市の地域資源（３つまで） 

 

 

（件・％）

6,854 674 1,046 1,444 659 416 110

266.4 26.2 40.7 56.1 25.6 16.2 4.3

697 139 135 599 784 56 95

27.1 5.4 5.2 23.3 30.5 2.2 3.7

（上段：件数、下段：構成比）

国宝「瑠
璃光寺五
重塔」・
大内文化

その他
新山口駅の
ゲートウェ
イ機能

中原中也
農林水産
物などの
特産品

海や山など
豊かな自然

明治維新の
関連史跡

サビエル記
念聖堂・
日本のクリ
スマスは山
口から

山口情報
芸術セン
ター（Ｙ
ＣＡＭ）

湯田温泉 無回答

総数
パークロー
ドなど美し
い道路

ＳＬ「やま
ぐち」号

26.2

40.7

56.1

25.6

16.2 4.3

27.1

5.4 5.2

23.3

30.5

2.2
3.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

パ
ー
ク
ロ
ー
ド
な
ど
美
し
い
道
路

Ｓ
Ｌ
「
や
ま
ぐ
ち
」
号

国
宝
「
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
」
・
大
内
文
化

明
治
維
新
の
関
連
史
跡

サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
・
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

山
口
か
ら

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
）

湯
田
温
泉

新
山
口
駅
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能

中
原
中
也

農
林
水
産
物
な
ど
の
特
産
品

海
や
山
な
ど
豊
か
な
自
然

そ
の
他

無
回
答

(%)
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

６ 今後の山口市のまちづくりに必要なこと 

 

   全 体 

１位が「高度な医療や福祉サービスが充実したまち」で４２．３％、２位が「治

安がよく安心して暮らせるまち」で３２．６％、続いて「産業が盛んで働く場

所が充実したまち」で２９．３％、「だれでも市内を自由に移動できる交通利

便性の高いまち」が２８．３％、「防災対策や浸水対策が強化され安心して暮

らせるまち」が２６．８％、「子育てしやすい環境が整備されたまち」が 

２３．５％となっている。 

地域別 

「高度な医療や福祉サービスが充実したまち」が秋穂二島を除く全地域で１位

となっている。「治安がよく安心して暮らせるまち」が１位となったのが、大

殿（大殿は上位２項目が同率）、「だれでも市内を自由に移動できる交通利便性

の高いまち」が１位となったのが鋳銭司(鋳銭司は上位２項目が同率)となって

いる。秋穂二島では「産業が盛んで働く場所が充実したまち」が１位となって

いる。 

男女別 

男女ともに「高度な医療や福祉サービスが充実したまち」が１位で、「治安が

よく安心して暮らせるまち」が２位となっており、３位は男性が「産業が盛ん

で働く場所が充実したまち」、女性が「だれでも市内を自由に移動できる交通

利便性の高いまち」となっている。 

年齢別 

「高度な医療や福祉サービスが充実したまち」が４０歳以上で１位、「子育て

しやすい環境が整備されたまち」が３０歳代で１位、「だれでも市内を自由に

移動できる交通利便性の高いまち」が２０歳代以下で１位、「お店や娯楽施設

が豊富で、夜でもにぎやかさのあるまち」が２０歳代で１位（２０歳代は上位

２項目が同率）となっている。 

 
 
  ※図表は次ページ 
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

６ 今後の山口市のまちづくりに必要なこと 

 

（件・％）

7,165 397 240 504 158 126

278.5 15.4 9.3 19.6 6.1 4.9

1,088 605 755 727 288

42.3 23.5 29.3 28.3 11.2

206 161 690 839 316 65

8.0 6.3 26.8 32.6 12.3 2.5

（上段：件数、下段：構成比）

総数

安心して教育を
受けられる環境
が整備された
まち

まちなみや景観
が美しいまち

歴史・伝統・芸
術・文化を大切
にするまち

産業が盛んで働
く場所が充実し
たまち

観光交流が盛ん
なまち

だれでも市内を
自由に移動でき
る交通利便性の
高いまち

個性を尊重し多
様なライフスタ
イルが実現でき
るまち

防災対策や浸水
対策が強化され
安心して暮らせ
るまち

治安がよく安心
して暮らせるま
ち

スポーツに親し
む環境が整備さ
れたまち

高度な医療や福
祉サービスが充
実したまち

子育てしやすい
環境が整備され
たまち

人々のふれあい
やコミュニティ
活動が盛んで温
かいまち

身近に自然を感
じることのでき
るまち

お店や娯楽施設
が豊富で夜でも
にぎやかさのあ
るまち

無回答

15.4

9.3

19.6
6.1

4.9

42.3

23.5

29.3 28.3

11.2
8.0 6.3

26.8

32.6

12.3 
2.5 

0.0
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安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
が
整
備
さ
れ

た
ま
ち

ま
ち
な
み
や
景
観
が
美
し
い
ま
ち

歴
史
・
伝
統
・
芸
術
・
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち

観
光
交
流
が
盛
ん
な
ま
ち

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
が
整
備
さ
れ
た
ま
ち

高
度
な
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
ま
ち

子
育
て
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
た
ま
ち

産
業
が
盛
ん
で
働
く
場
所
が
充
実
し
た
ま
ち

だ
れ
で
も
市
内
を
自
由
に
移
動
で
き
る
交
通
利
便

性
の
高
い
ま
ち

人
々
の
ふ
れ
あ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
盛
ん

で
温
か
い
ま
ち

身
近
に
自
然
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

個
性
を
尊
重
し
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
実
現

で
き
る
ま
ち

防
災
対
策
や
浸
水
対
策
が
強
化
さ
れ
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち

治
安
が
よ
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

お
店
や
娯
楽
施
設
が
豊
富
で
夜
で
も
に
ぎ
や
か
さ

の
あ
る
ま
ち

無
回
答

(%)
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

７ 山口市が目指すまちの姿 

 

  ・山口市が目指すまちの姿についての意見は、全体で１，５６１人（１，７１４件）

の記載があり、記載者割合は６０．７％となっている。（１人で複数の意見を記

載している場合がある。） 

  ・意見は、問６の設問区分に分類し、複数分野にわたる意見は「まちづくり全般」

として分類した。その他、どの区分にも属さない意見については、「その他」と

して分類した。 

  ・最も多いのが、「まちづくり全般」で３６５件、次いで「産業が盛んで働く場所

が充実したまち」が２４５件、「だれでも市内を自由に移動できる交通利便性の

高いまち」が２１７件などとなっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意見件数

　　　１．安心して教育を受けられる環境が整備されたまち 29

　　　２．まちなみや景観が美しいまち 25

　　　３．歴史・伝統・芸術・文化を大切にするまち 51

　　　４．観光交流が盛んなまち 51

　　　５．スポーツに親しむ環境が整備されたまち 15

　　　６．高度な医療や福祉サービスが充実したまち 145

　　　７．子育てしやすい環境が整備されたまち 126

　　　８．産業が盛んで働く場所が充実したまち 245

　　　９．だれでも市内を自由に移動できる交通利便性の高いまち 217

　　１０．人々のふれあいやコミュニティ活動が盛んで温かいまち 76

　　１１．身近に自然を感じることのできるまち 29

　　１２．個性を尊重し多様なライフスタイルが実現できるまち 18

　　１３．防災対策や浸水対策が強化され安心して暮らせるまち 93

　　１４．治安がよく安心して暮らせるまち 80

　　１５．お店や娯楽施設が豊富で、夜でもにぎやかさのあるまち 115

　　１６．まちづくり全般 365

　　１７．その他 34

1,714

区分

合 計
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

８ １０年後の生活の明るい見通し 

 

 
全 体 

「そう思う」（７．９％）と「どちらかといえばそう思う」（３３．７％）を合

わせた値は４１．６％となっている。また、「どちらかといえばそう思わない」

（３５．６％）と「そう思わない」（１９．１％）を合わせた値は５４．７％

となっている。 

地域別 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた値は、名田島 

（５０．０％）、湯田（４９．７％）、大内（４８．５％）、平川（４８．５％）

の順で高くなっている。「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」

を合わせた値は、阿東（７５．６％）、秋穂二島（７１．４％）、小鯖 

（６７．２％）の順で高くなっている。 

男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

年齢別 

    「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた値は、１０歳代が 

６３．６％で最も高く、「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」

を合わせた値は、６０歳～６９歳が７１．０％で最も高くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（人・％）

2,573 203 867 915 491 97

100.0 7.9 33.7 35.6 19.1 3.8

（上段：人数、下段：構成比）

無回答そう思う
どちらかと
いえばそう
思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そう思わない総数

そう思う, 7.9%

どちらかといえばそ

う思う, 33.7%

どちらかといえばそ

う思わない, 35.6%

そう思わない, 19.1%

無回答, 3.8%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

９ 人口問題について 

 

全 体 

「非常に不安」（３９．４％）と「まあまあ不安」（３９．９％）を合わせた値

は７９．３％となっている。また、「あまり不安ではない」（４．３％）と「全

く不安ではない」（１．０％）を合わせた値は５．３％で、「ふつう」が 

１３．０％となっている。 

地域別 

「非常に不安」と「まあまあ不安」を合わせた値は、名田島（９０．９％）、

阿東（８９．７％）、佐山（８７．５％）、仁保（８７．０％）の順で高くなっ

ている。また、陶、名田島では「あまり不安ではない」と「全く不安ではない」

を合わせた値は０％となっている。 

男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

年齢別 

    「非常に不安」と「まあまあ不安」を合わせた値は、４０歳代（８３．０％）、

５０歳代（８２．８％）、２０歳代（８０．６％）の順で高くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（人・％）

2,573 1,014 1,026 335 110 26 62

100.0 39.4 39.9 13.0 4.3 1.0 2.4

（上段：人数、下段：構成比）

無回答非常に不安
まあまあ
不安

ふつう
全く不安
ではない

総数
あまり不安
ではない

非常に不安, 39.4%

まあまあ不安, 39.9%

ふつう, 13.0%

あまり不安ではない, 

4.3%

全く不安ではない, 

1.0% 無回答, 2.4%

非常に不安

まあまあ不安

ふつう

あまり不安ではない

全く不安ではない

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１０ 人口問題に対する不安要因（３つまで） 

 
（前問において、「非常に不安」または「まあまあ不安」を選択した者のみ回答） 

全 体 

１位が「年金など社会保障制度が持続できなくなる」で６０．０％、２位が「人

がいなくなって地域の活力がなくなる」で５１．２％、続いて「医療・介護な

ど福祉サービスが行き届かなくなる」で４７．７％、「空き家が増加して災害・

犯罪の危険が増す」が２４，１％、「働き手がいなくなる」が２２．９％とな

っている。 

地域別 

「人がいなくなって地域の活力がなくなる」が１位となったのが、白石、仁保、

鋳銭司、秋穂二島、嘉川、秋穂、徳地、阿東、「年金など社会保障制度が持続

できなくなる」が１位となったのが、大殿、白石、湯田、小鯖、大内、宮野、

吉敷、平川、大歳、陶、名田島、嘉川、佐山、小郡、阿知須(白石、嘉川は上

位２項目が同率)となっている。 

男女別 

男女ともに「年金など社会保障制度が持続できなくなる」が１位となっており、

２位は男性が「人がいなくなって地域の活力がなくなる」、女性が「医療・介

護など福祉サービスが行き届かなくなる」となっている。 

年齢別 

    「人がいなくなって地域の活力がなくなる」が７０歳以上で１位、「医療・介

護など福祉サービスが行き届かなくなる」が７０歳～７４歳で１位（７０歳～

７４歳は上位２項目が同率）、「年金など社会保障制度が持続できなくなる」が

６９歳以下で１位となっている。 
 

 
  ※図表は次ページ 
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１０ 人口問題に対する不安要因（３つまで） 

 

 

（件・％）

5,723 1,045 468 974 1,225 279 343

280.5 51.2 22.9 47.7 60.0 13.7 16.8

124 210 491 155 343 42 24

6.1 10.3 24.1 7.6 16.8 2.1 1.2

（上段：件数、下段：構成比）

公共料金が高く
なる

その他 無回答

スーパーや商
店などがなく
なり買物が不
便になる

小学校や中学
校をはじめ教
育機関がなく
なる

災害発生時に支
えてくれる人が
いない

空き家が増加し
て災害・犯罪の
危険が増す

道路・橋・下
水道などのイ
ンフラサービ
スが行き届か
なくなる

総数
人がいなくなっ
て地域の活力が
なくなる

働き手がいなく
なる

医療・介護な
ど福祉サービ
スが行き届か
なくなる

年金など社会保
障制度が持続で
きなくなる

公共交通機関
が廃止されて
不便になる

51.2

22.9

47.7

60.0

13.7 16.8 6.1

10.3

24.1

7.6

16.8

2.1 1.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

人
が
い
な
く
な
っ
て
地
域
の
活
力
が
な
く
な
る

働
き
手
が
い
な
く
な
る

医
療
・
介
護
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
な
く
な
る

年
金
な
ど
社
会
保
障
制
度
が
持
続
で
き
な
く
な
る

公
共
交
通
機
関
が
廃
止
さ
れ
て
不
便
に
な
る

ス
ー
パ
ー
や
商
店
な
ど
が
な
く
な
り
買
物
が
不
便
に
な
る

小
学
校
や
中
学
校
を
は
じ
め
教
育
機
関
が
な
く
な
る

災
害
発
生
時
に
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

空
き
家
が
増
加
し
て
災
害
・
犯
罪
の
危
険
が
増
す

道
路
・
橋
・
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
が
行
き

届
か
な
く
な
る

公
共
料
金
が
高
く
な
る

そ
の
他

無
回
答

(%)
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１１ 人口減少、高齢社会に歯止めをかけるために必要な取組（３つまで） 

 
全 体 

１位が「若い世代の就職支援」で５３．４％、２位が「保育所整備など子育て

支援の充実」で３７．０％、続いて「正規雇用化の推進など雇用対策」が 

３２．２％、「医療・介護・福祉サービスなど高齢者移住の受入体制の整備」

が２９．０％、「企業誘致」が２８．４％となっている。 

地域別 

全ての地域で「若い世帯の就職支援」が１位となっている。また、陶、名田島

は「保育所整備など子育て支援の充実」が１位（陶、名田島は上位２項目が同

率）となっている。 

男女別 

「企業誘致」が男性３１．１％に対して女性２６．５％、「地場産業・中小企

業の競争力強化」が男性１８．７％に対して女性１１．７％と、男性のポイン

トが高くなっている。 

年齢別 

    「若い世代の就職支援」が３０歳代を除く年齢区分で１位となっている。３０

歳代は「保育所整備など子育て支援の充実」が１位となっている。 
 

 
  ※図表は次ページ 
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１１ 人口減少、高齢社会に歯止めをかけるために必要な取組（３つまで） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（件・％）

7,107 566 952 204 1,374 828

276.2 22.0 37.0 7.9 53.4 32.2

375 730 451 111 745

14.6 28.4 17.5 4.3 29.0

142 299 162 80 88

5.5 11.6 6.3 3.1 3.4

（上段：件数、下段：構成比）

若い世代の就
職支援

企業誘致
移住を希望する
人の受入体制の
整備

地方大学の活
性化

医療・介護・福
祉サービスなど
高齢者移住の受
入体制の整備

都市部を中心
とするコンパ
クトなまちづ
くり

農山村を中心と
する日常生活機
能の充実

都市と農山村を結
ぶ幹線道路の整備
などネットワーク
機能の強化

その他 無回答

地場産業・中
小企業の競争
力強化

総数
結婚に対する
支援

保育所整備など
子育て支援の充
実

教育環境の充実
正規雇用化の推
進など雇用対策

22.0

37.0

7.9

53.4

32.2

14.6

28.4

17.5
4.3

29.0

5.5
11.6

6.3

3.1 3.4 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

結
婚
に
対
す
る
支
援

保
育
所
整
備
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実

教
育
環
境
の
充
実

若
い
世
代
の
就
職
支
援

正
規
雇
用
化
の
推
進
な
ど
雇
用
対
策

地
場
産
業
・
中
小
企
業
の
競
争
力
強
化

企
業
誘
致

移
住
を
希
望
す
る
人
の
受
入
体
制
の
整
備

地
方
大
学
の
活
性
化

医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢
者
移
住
の

受
入
体
制
の
整
備

都
市
部
を
中
心
と
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

農
山
村
を
中
心
と
す
る
日
常
生
活
機
能
の
充
実

都
市
と
農
山
村
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
な
ど
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
の
強
化

そ
の
他

無
回
答

(%)
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１２ まちづくりの満足度 

 

  ・「自然環境と調和した暮らしのできるまち」（６２．３％）が最も高く、次いで 

   「安心・安全な暮らしのできるまち」（５３．０％）、「いきいきと子どもが育ち、

人がよりよく生きる、文化を育むまち」（４５．０％）、「支えあい健やかな暮ら

しのできるまち」（３６．４％）、「機能的な都市基盤が整い、発展していくまち」

（３０．３％）、「ともに力をあわせてつくるまち」（２５．１％）、「市民の信頼

に応える行政経営」（２４．１％）、「市民生活を支え、地域の活力を生む産業の

まち」（１５．９％）の順となっている。 

 

 

 

 

（％）

山口市の取組内容（政策） 満足度

 １　支えあい健やかな暮らしのできるまち 36.4

 ２　いきいきと子どもが育ち、人がよりよく生きる、文化をはぐくむまち 45.0

 ３　安心・安全な暮らしのできるまち 52.9

 ４　自然環境と調和した暮らしのできるまち 62.3

 ５　機能的な都市基盤が整い、発展していくまち 30.3

 ６　市民生活を支え、地域の活力を生む産業のまち 15.9

 ７　ともに力をあわせてつくるまち 25.1

 ８　市民の信頼に応える行政経営 24.1
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１２ まちづくりの満足度 

 

  １ 支えあい健やかな暮らしのできるまち 

   全 体 

「満足している」（５．４％）と「やや満足している」（３１・０％）を合わせ

た値は３６．４％となっている。また、「やや不満である」（９．５％）と「不

満である」（３．９％）を合わせた値は１３．４％となっている。 

   地域別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、仁保（４７．８％）、

佐山（４７．５％）、阿知須（４４．３％）の順で高くなっている。「やや不満

である」と「不満である」を合わせた値は、阿東（２０．４％）、秋穂二島 

（１６．７％）、秋穂（１６．３％）の順で高くなっている。 

   男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

   年齢別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、４０歳代が 

４０．３％で最も高く、６０歳～６４歳が２７．６％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 140 797 1,135 244 100 157

100.0 5.4 31.0 44.1 9.5 3.9 6.1

（上段：人数、下段：構成比）

無回答
満足して
いる

やや満足し
ている

やや不満で
ある

不満である総数
どちらとも
言えない

満足している, 5.4%

やや満足している, 

31.0%

どちらとも言えない, 

44.1%

やや不満である, 

9.5%

不満である, 3.9%

無回答, 6.1%

満足している

やや満足している

どちらとも言えない

やや不満である

不満である

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１２ まちづくりの満足度 

 

  ２ いきいきと子どもが育ち、人がよりよく生きる、文化をはぐくむまち 

   全 体 

「満足している」（６．９％）と「やや満足している」（３８・１％）を合わせ

た値は４５．０％となっている。また、「やや不満である」（７．１％）と「不

満である」（２．７％）を合わせた値は９．８％となっている。 

   地域別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、阿知須（５３．９％）、

湯田（５３．５％）、大殿（５１．１％）の順で高くなっている。「やや不満で

ある」と「不満である」を合わせた値は、徳地（１６．０％）、秋穂 

（１５．３％）、阿東（１４．３％）の順で高くなっている。 

   男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

   年齢別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、４０歳代が 

５１．９％で最も高く、１０歳代が３９．４％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 177 980 998 182 69 167

100.0 6.9 38.1 38.8 7.1 2.7 6.5

（上段：人数、下段：構成比）

無回答総数
満足して
いる

やや満足し
ている

どちらとも
言えない

やや不満で
ある

不満である

満足している, 6.9%

やや満足している, 

38.1%

どちらとも言えない, 

38.8%

やや不満である, 

7.1%

不満である, 2.7%

無回答, 6.5%

満足している

やや満足している

どちらとも言えない

やや不満である

不満である

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１２ まちづくりの満足度 

 

  ３ 安心・安全な暮らしのできるまち 

   全 体 

「満足している」（１１．０％）と「やや満足している」（４１・９％）を合わ

せた値は５２．９％となっている。また、「やや不満である」（６．１％）と「不

満である」（２．３％）を合わせた値は８．４％となっている。 

   地域別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、秋穂二島 

（６４．３％）、阿知須（６１．８％）、仁保（６０．９％）の順で高くなって

いる。「やや不満である」と「不満である」を合わせた値は、陶（１７．９％）、

徳地（１３．０％）、佐山（１２．５％）の順で高くなっている。 

   男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

   年齢別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、４０歳代が 

５７．８％で最も高く、６０歳～６４歳が４３．０％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 284 1,079 831 158 60 161

100.0 11.0 41.9 32.3 6.1 2.3 6.3

（上段：人数、下段：構成比）

無回答総数
満足して
いる

やや満足し
ている

どちらとも
言えない

やや不満で
ある

不満である

満足している, 11.0%

やや満足している, 

41.9%

どちらとも言えない, 

32.3%

やや不満である, 

6.1%

不満である, 2.3%

無回答, 6.3%

満足している

やや満足している

どちらとも言えない

やや不満である

不満である

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１２ まちづくりの満足度 

 

  ４ 自然環境と調和した暮らしのできるまち 

   全 体 

「満足している」（１４．７％）と「やや満足している」（４７・６％）を合わ

せた値は６２．３％となっている。また、「やや不満である」（５．１％）と「不

満である」（１．７％）を合わせた値は６．８％となっている。 

   地域別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、大歳（７４．２％）、

大殿（７２．８％）、仁保（６９．６％）の順で高くなっている。「やや不満で

ある」と「不満である」を合わせた値は、陶（１４．３％）、小鯖（１１．５％）、

鋳銭司（１０．８％）の順で高くなっている。 

   男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

   年齢別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、４０歳代が 

６９．４％で最も高く、１０歳代が５１．５％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 379 1,225 629 130 44 166

100.0 14.7 47.6 24.4 5.1 1.7 6.5

（上段：人数、下段：構成比）

無回答総数
満足して
いる

やや満足し
ている

どちらとも
言えない

やや不満で
ある

不満である

満足している, 14.7%

やや満足している, 

47.6%

どちらとも言えない, 

24.4%

やや不満である, 

5.1%

不満である, 1.7%

無回答, 6.5%

満足している

やや満足している

どちらとも言えない

やや不満である

不満である

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１２ まちづくりの満足度 

 

  ５ 機能的な都市基盤が整い、発展していくまち 

   全 体 

「満足している」（５．９％）と「やや満足している」（２４・４％）を合わせ

た値は３０．３％となっている。また、「やや不満である」（１９．７％）と「不

満である」（７．９％）を合わせた値は２７．６％となっている。 

   地域別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、阿知須（３８．３％）、

佐山（３７．５％）、名田島（３６．３％）の順で高くなっている。「やや不満

である」と「不満である」を合わせた値は、陶（３９．３％）、徳地 

（３６．０％）、平川（３４．１％）の順で高くなっている。 

   男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

   年齢別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、３０歳代が 

３６．１％で最も高く、１０歳代が１５．１％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 151 628 908 508 203 175

100.0 5.9 24.4 35.3 19.7 7.9 6.8

（上段：人数、下段：構成比）

無回答総数
満足して
いる

やや満足し
ている

どちらとも
言えない

やや不満で
ある

不満である

満足している, 5.9%

やや満足している, 

24.4%

どちらとも言えない, 

35.3%

やや不満である, 

19.7%

不満である, 7.9%

無回答, 6.8%

満足している

やや満足している

どちらとも言えない

やや不満である

不満である

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１２ まちづくりの満足度 

 

  ６ 市民生活を支え、地域の活力を生む産業のまち 

   全 体 

「満足している」（２．２％）と「やや満足している」（１３・７％）を合わせ

た値は１５．９％となっている。また、「やや不満である」（２０．４％）と「不

満である」（６．８％）を合わせた値は２７．２％となっている。 

   地域別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、平川（２０．２％）、

湯田（２０．０％）、大殿（１９．６％）の順で高くなっている。「やや不満で

ある」と「不満である」を合わせた値は、陶（４２．９％）、徳地（３５．０％）、

小鯖（３２．８％）の順で高くなっている。 

   男女別 

「やや不満である」と「不満である」を合わせた値は、男性３３．３％に対し

て女性が２３，２％で、男性が１０．１ポイント高くなっている。 

   年齢別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、２０歳代が 

２３．５％で最も高く、６０歳～６４歳が１０．９％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 57 353 1,275 526 176 186

100.0 2.2 13.7 49.6 20.4 6.8 7.2

（上段：人数、下段：構成比）

無回答総数
満足して
いる

やや満足し
ている

どちらとも
言えない

やや不満で
ある

不満である

満足している, 2.2%

やや満足している, 

13.7%

どちらとも言えない, 

49.6%

やや不満である, 

20.4%

不満である, 6.8%

無回答, 7.2%

満足している

やや満足している

どちらとも言えない

やや不満である

不満である

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１２ まちづくりの満足度 

 

  ７ ともに力をあわせてつくるまち 

   全 体 

「満足している」（３．５％）と「やや満足している」（２１・６％）を合わせ

た値は２５．１％となっている。また、「やや不満である」（１２．２％）と「不

満である」（４．０％）を合わせた値は１６．２％となっている。 

   地域別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、阿知須（３６．５％）、

名田島（３６．４％）、陶（３５．７％）の順で高くなっている。「やや不満で

ある」と「不満である」を合わせた値は徳地（２３．０％）、阿東（２１．４％）

佐山（２０．０％）の順で高くなっている。 

   男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

   年齢別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、７０歳～７４歳が 

２９．３％で最も高く、６０歳～６４歳が１６．７％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 89 557 1,336 313 104 174

100.0 3.5 21.6 51.9 12.2 4.0 6.8

（上段：人数、下段：構成比）

無回答総数
満足して
いる

やや満足し
ている

どちらとも
言えない

やや不満で
ある

不満である

満足している, 3.5%

やや満足している, 

21.6%

どちらとも言えない, 

51.9%

やや不満である, 

12.2%

不満である, 4.0%

無回答, 6.8%

満足している

やや満足している

どちらとも言えない

やや不満である

不満である

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１２ まちづくりの満足度 

 

  ８ 市民の信頼に応える行政経営 

   全 体 

「満足している」（３．１％）と「やや満足している」（２１・０％）を合わせ

た値は２４．１％となっている。また、「やや不満である」（１４．０％）と「不

満である」（６．５％）を合わせた値は２０．５％となっている。 

   地域別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、名田島（３６．３％）、

秋穂二島（３５．７％）、佐山（３２．５％）の順で高くなっている。「やや不

満である」と「不満である」を合わせた値は、秋穂（２８．６％）、阿東 

（２６．５％）、小鯖（２６．２％）の順で高くなっている。 

   男女別 

区分による差異はほとんど見られない。 

   年齢別 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた値は、７５歳以上が 

３３．４％で最も高く、６０歳～６４歳が１７．２％と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人・％）

2,573 79 540 1,263 360 167 164

100.0 3.1 21.0 49.1 14.0 6.5 6.4

（上段：人数、下段：構成比）

無回答総数
満足して
いる

やや満足し
ている

どちらとも
言えない

やや不満で
ある

不満である

満足している, 3.1%

やや満足している, 

21.0%

どちらとも言えない, 

49.1%

やや不満である, 

14.0%

不満である, 6.5%

無回答, 6.4%

満足している

やや満足している

どちらとも言えない

やや不満である

不満である

無回答
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１３ 自由意見（集約） 

 

 

  ・自由意見は、全体で５７２人（６９１件）の記載があり、記載者割合は      

２２．２％となっている。(１人で複数の意見を記載している場合がある。) 

  ・意見は、大分類として、総合計画で示す８つの政策ごとに分類し、小分類とし  

て、総合計画で示すまちづくりの各分野（３４施策）に沿ったかたちで分類した。

ただし、政策内の複数分野にわたる意見は「～全般」としてまとめるとともに、

８つの政策に分類できないまちづくり全般の意見については、「まちづくり全般」

として分類した。その他に、本調査に関する意見、または、どの分野にも属さな

い意見については「その他」として分類した。 

  ・最も多いのが、「まちづくり全般」で２１０件、次いで「公共交通の充実｣が４４

件、「調査」が３３件、「子育て支援」が３０件、「計画的、効果的な行政経営」

が２７件などとなっている。 

 

 

  ※図表は次ページ 
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Ⅱ 回答者の構成と調査結果 

１３ 自由意見（集約） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(件)

意見件数 意見件数

74 41

7 1

30 9

15 16

5 10

0 5

4 91

13 14

22 20

0 44

7 13

0 33

5 11

2 3

5 0

3 0

39 8

19 7

2 4

8 10

8 7

0 2

2 1

67

27

18

22

210

104

33

71

691

　　３５　調査

　　その他

合計

　８　行政経営

　　３３　計画的、効果的な行政
　　　　　経営
　　３４　公正、確実な事務と市
　　　　　民サービスの向上

　　行政経営全般

　９　まちづくり全般

１０　その他

　　１６　犯罪対策と消費者保護
　　３１　地域コミュニティ活動
　　　　　や市民活動の充実

　　１７　上水道の整備
　　３２　市民参画によるまちづ
　　　　　くり

　　生活安全全般 　　自治振興全般

　　１３　災害対策
　　３０　地場産業の振興と勤労
　　　　　者福祉

　　１４　消防・救急体制 　　経済・産業全般

　　１５　交通安全対策 　７　自治振興

　　１２　スポーツの振興 　　２７　林業の振興

　　教育・文化全般 　　２８　水産業の振興

　３　生活安全 　　２９　商工業の振興

　　　９　青少年の健全育成 　６　経済・産業

　　１０　文化の振興 　　２５　観光の振興

　　１１　生涯学習の充実 　　２６　農業の振興

　２　教育・文化 　　２３　道路網の整備

　　　７　人権意識の向上と男女
　　　　　共同参画の推進

　　２４　公共交通の充実

　　　８　学校教育の推進 　　都市整備全般

　　　５　地域福祉 　　環境全般

　　　６　社会保障制度 　５　都市整備

　　　健康福祉全般 　　２２　都市機能の充実

　　　２　子育て支援 　　１９　循環型社会の構築

　　　３　高齢者福祉 　　２０　下水道等の整備

　　　４　障がい者福祉 　　２１　生活環境の充実

分野 分野

　１　健康福祉 　４　環境

　　　１　保健・医療 　　１８　自然環境の保全
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市民意識調査のお願い 

 

 皆様方には、平素から市政の推進につきまして、ご理解とご協力をいただき誠にありが

とうございます。 

 本市では、平成20年度から29年度までの10年間を計画期間とする、まちづくりの  長

期的な指針『山口市総合計画』に基づき、そのめざすまちの姿「ひと、まち、歴史と自然

が輝く交流と創造のまち 山口」の実現に向けた取組を展開しています。 

 総合計画は、将来の本市をどのようなまちにしていくのか基本的な方向性を示すもので、

福祉、教育、都市計画、環境など市民生活における各分野の最も上位にあたる計画となり

ます。 

 平成 30 年度以降を計画期間とする次期総合計画の策定を控え、本格的な人口減少時代や

高齢社会の到来、集中豪雨等に対する防災の取組をはじめとした新たな課題を克服し、本

市が将来に渡って活力ある社会を維持していく必要があります。 

このたびの市民意識調査は、市民の皆様に本市の現状や今後のまちづくりについてのご

意見をお伺いし、次期計画策定に向けた基礎資料とするために実施するものです。 

本調査は平成 27年 8月 15 日現在、市内にお住まいの 18 歳以上の市民の方約 5,000 人を

無作為に選ばせていただき実施しています。ご回答いただきました内容はすべて統計的に

処理し、調査目的以外に使用することはありません。また、この意識調査の集計結果につ

きましては、市報等を通じて皆様にお知らせする予定にしています。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願い申し  

上げます。 

 

平成 27 年 9 月 

                           山口市長  渡 辺 純 忠 

 

◇ご記入にあたってのお願い 

 
 ◎この調査は、封筒のあて名のご本人がお答えください。 

※事情によりご本人が回答できない場合は、ご家族の方などが、代わりにご記入いただいても 

 結構です。 

 ◎ご記入にあたっては、設問の中にお示しする数だけ、番号に○印をつけてください。 

 ◎この調査票は、9月 30 日(水)までに同封の返信用封筒に入れてご投函ください。 

  ※返信用封筒は、切手を貼る必要はありません。また、記載されているバーコードは、日本郵便㈱で

処理するためのものであり、個人を特定するものではありません。 

 ◎ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。 

    山口市総合政策部企画経営課 政策調整担当 

    TEL 083 - 934 - 2747    FAX 083 - 934 - 2642 

    電子メール kikaku@city.yamaguchi.lg.jp 

 

インターネット環境のある方は、山口市のホームページ(http://www.city.yamaguchi.lg.jp/)で 

「山口市総合計画」の情報をぜひご覧ください。  ウェブ検索で 山口市総合計画   検索☜ 
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市民意識調査 調査票 

 

 

問１ はじめにあなたご自身のことについておたずねします。(該当する番号に○印) 

 

（１）あなたの性別は 

 

１．男       ２．女 

 

（２）あなたの年齢は 

 

１．10 歳代        ２．20歳代        ３．30 歳代 

４．40 歳代        ５．50歳代         ６．60 歳～64歳 

７．65 歳～69歳            ８．70歳～74 歳            ９．75歳以上 

 

（３）あなたの職業は 

 

１．会社員・公務員などお勤めの方  ２．自営業・会社役員(農林水産業で専業の方を含む) 

３．パートタイマー、アルバイト   ４．家事専業 

５．学生     ６．無職     ７．その他 

 

（４）あなたのお住まいの地域は 

 

１． 大殿    ２． 白石     ３． 湯田     ４． 仁保     ５． 小鯖 

６． 大内    ７． 宮野     ８． 吉敷     ９． 平川     １０．大歳 

１１．陶     １２．鋳銭司   １３．名田島   １４．秋穂二島  １５．嘉川 

１６．佐山    １７．小郡     １８．秋穂     １９．阿知須   ２０．徳地 

２１．阿東 

 

 

 

 

 

お住まいの地域名がわからない場合は、 

下の（ ）内にあて名の住所をお書きください。 

（        ） 記入例：亀山町、中央一丁目など 

   ※番地の記載は不要です。 
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【山口市地図】 

21阿東

20徳地

16佐山

15嘉川

7宮野

4仁保

1大殿

2白石

3湯田

8吉敷

5小鯖

6大内

10大歳

9平川
17小郡

11陶

13名田島

14秋穂二島

18秋穂

19阿知須

鋳
銭
司

12

1

1

1 23
4

67

5

3
2

5
4

3

2

1

3

2

参考

1 阿東総合支所

2 徳地総合支所

3 山口県庁

4 山口市役所

5 小郡総合支所

6 秋穂総合支所

7 阿知須総合支所

1 山口県立大学

2 山口大学

3 山口学芸大学

1 道の駅願成就

2 道の駅長門峡

3 道の駅仁保の郷

4 道の駅あいお

5 道の駅きららあじす

1 山口赤十字病院

2 済生会山口総合病院

3 小郡第一総合病院
※お住まいの地域は、２１地域を想定しています。 
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（５）山口市に住むようになって 

   ※通算の年数を選んでください(合併前の旧市町での居住年数を含む）。 

 

１．1年未満        ２．1年～5年未満     ３．5年～10年未満     

４．10 年～20年未満        ５．20年以上  

 

（６）山口市に住むようになったきっかけは 

  

  １．もともと山口市で生まれた  ２．自分または家族の転勤のため  ３．就職のため 

  ４．結婚のため         ５．入学・進学のため 

  ６．定年退職（老後）のため   ７．家族・親族と同居または近くに住むため 

  ８．通勤・通学が便利なため   ９．その他（             ） 

 

 

 

問２ あなたの生活形態などについておたずねします。 

 

（１）食料品、日用雑貨などの 身の回り品を 主にどこで買物しますか。 

(１から５のうち１つ に○をつけてください。３を選んだ場合は、（ ）内の該当する 

ものに○をつけてください。) 

 

１．お住まいの地域内 

２．市内の他地域（地域名：    ）＜例：宮野＞ 

３．県内他市町（宇部・防府・周南・その他（市町名：    ）） 

４．通信販売・インターネット 

５．その他（           ）    

 

（２）衣料品、家電製品などの 耐久消費財を 主にどこで買物しますか。 

(１から６のうち１つ に○をつけてください。３または５を選んだ場合は、（ ）内の該 

当するものに○をつけてください。) 

 

１．お住まいの地域内 

２．市内の他地域（地域名：    ） 

３．県内他市町（宇部・防府・周南・その他（市町名：    ）） 

４．通信販売やインターネット 

５．県外（福岡・広島・その他（県名：    ）） 

６．その他（           ） 
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（３）通勤・通学地はどの地域になりますか。 

(１から５のうち１つ に○をつけてください。３または４を選んだ場合は、（ ）内の該 

当するものに○をつけてください。) 

 

１．お住まいの地域内 

２．市内の他地域（地域名：    ） 

３．県内他市町（宇部・防府・周南・その他（市町名：    ）） 

４．県外（福岡・広島・その他（県名：    ）） 

５．その他（           ） 

 

（４）病気のとき診察を受けたり、通院する医療機関は主にどの地域にありますか。 

(１から５のうち１つ に○をつけてください。３または４を選んだ場合は、（ ）内の該 

当するものに○をつけてください。) 

 

１．お住まいの地域内 

２．市内の他地域（地域名：      ） 

３．県内他市町（宇部・防府・周南・その他（市町名：    ）） 

４．県外（福岡・広島・その他（県名：    ）） 

５．その他（           ） 

 

（５）買物や医療機関に行くとき、主にどの交通手段を利用しますか。(○は１つ ) 

 

１．自家用車（バイクを含む）   ２．バス        ３．鉄道 

４．タクシー           ５．自転車       ６．徒歩   

７．その他（               ） 

 

 

問３ あなたはこれからもお住まいの地域に 住み続けたい と思いますか。(○は１つ ) 

 

１．ずっと住み続けたい         

２．当分は住み続けたい 

３．市内で転居したい（地域名：      ） 

４．市外へ転出したい（市町村名：      ） 

５．わからない 
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問４ あなたが山口市で暮らす上で評価していることを、次の中から３つまで 選んでください。 

（該当する番号に○印） 

 

１． 子どもの教育環境が整っている 

２． 文化・芸術施設が充実している 

３． 観光施設が充実している 

４． スポーツ施設が充実している 

５． まちなみと自然が調和した美しい景観が保たれている 

６． 海や山などの自然に恵まれている 

７． 地震が少ない 

８． 食べ物がおいしい 

９． 魅力的なショッピングや外食の場がある 

１０．市内や近隣に働きがいのある職場がある 

１１．バスや鉄道などの交通の便がよい 

１２．道路や駐車場が整備され自動車の移動に便利である 

１３．歩道の広さや段差解消などバリアフリーが進んでいる 

１４．医療機関が充実している 

１５．民間の福祉サービスが充実している 

１６．大規模な公園や自然とふれあう場が整備されている 

１７．犯罪が少なく治安がよい 

１８．静かで落ち着いた雰囲気を持っている 

１９．まちに活気がありにぎわっている 

２０．水道・下水道など基本的な社会資本整備が進んでいる 

２１．その他（                    ） 

 

 

問５ 全国に誇れる山口市の地域資源を、次の中から３つまで 選んでください。 

（該当する番号に○印） 

 

１． パークロードをはじめとした美しい道路 

２． ＳＬ「やまぐち」号 

３． 国宝「瑠璃光寺五重塔」・大内文化 

４． 明治維新の関連史跡 

５． サビエル記念聖堂・日本のクリスマスは山口から 

６． 山口情報芸術センター（ＹＣＡＭ） 

７． 湯田温泉 

８． 新山口駅のゲートウェイ（玄関口）機能 

９． 中原中也 

  １０．農林水産物などの特産品（車えび・和牛・かぼちゃ など） 

  １１．海や山など豊かな自然 

１０．その他（                    ）
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問６ 今後の山口市のまちづくりに必要と思われることを次の中から３つまで 選んでください。 

(該当する番号に○印) 

 

１． 安心して教育を受けられる環境が整備されたまち 

２． まちなみや景観が美しいまち 

３． 歴史・伝統・芸術・文化を大切にするまち 

４． 観光交流が盛んなまち 

５． スポーツに親しむ環境が整備されたまち 

６． 高度な医療や福祉サービスが充実したまち 

７． 子育てしやすい環境が整備されたまち 

８． 産業が盛んで働く場所が充実したまち 

９． だれでも市内を自由に移動できる交通利便性の高いまち 

１０．人々のふれあいやコミュニティ活動が盛んで温かいまち 

１１．身近に自然を感じることのできるまち 

１２．個性を尊重し多様なライフスタイルが実現できるまち 

１３．防災対策や浸水対策が強化され安心して暮らせるまち 

１４．治安がよく安心して暮らせるまち 

１５．お店や娯楽施設が豊富で、夜でもにぎやかさのあるまち 

 

 

 

問７ 上記（問６）に関連して、これからの「山口市が目指すまちの姿」について、あなたの 

お考えとその理由をお書きください。 

 

※記入例 

(まちの姿) 誰もが安心安全に暮らせるまち 

(理  由) 社会生活に不安を感じることが多い。 

(まちの姿) 

(理  由) 
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問８ あなたは１０年後の生活に明るい見通しを持っていますか。（○は１つ） 

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない 

４．そう思わない 

 

 

 

問９ 人口減少や高齢社会といった人口問題について不安を感じていますか。（○は１つ） 

  

  １．非常に不安       ２．まあまあ不安       ３．ふつう 

４．あまり不安ではない   ５．全く不安ではない 

 

 

 

問１０ 前問で「１．非常に不安」、「２．まあまあ不安」とお答えした方にお聞きします。 

   どのような不安をお持ちですか。次の中から３つまで 選んでください。 

（該当する番号に○印） 

 

１． 人がいなくなって地域の活力がなくなる 

２． 働き手がいなくなる 

３． 医療・介護など福祉サービスが行き届かなくなる 

４． 年金など社会保障制度が持続できなくなる 

５． 公共交通機関が廃止されて不便になる 

６． スーパーや商店などがなくなり買物が不便になる 

７． 小学校や中学校をはじめ教育機関がなくなる 

８． 災害発生時に支えてくれる人がいない 

９． 空き家が増加して災害・犯罪の危険が増す 

１０．道路・橋・下水道などのインフラ維持サービスが行き届かなくなる 

１１．公共料金が高くなる 

１２．その他（                           ） 

 

 

                                 - 52 - 



 

問１１ 人口減少や高齢社会に歯止めをかけるために必要な取組は何だと思われますか。 

    次の中から３つまで 選んでください。（該当する番号に○印） 

 

１． 結婚に対する支援 

２． 保育所整備など子育て支援の充実 

３． 教育環境の充実 

４． 若い世代の就職支援 

５． 正規雇用化の推進など雇用対策 

６． 地場産業・中小企業の競争力強化 

７． 企業誘致 

８． 移住を希望する人の受入体制の整備 

９． 地方大学の活性化 

１０．医療・介護・福祉サービスなど高齢者移住の受入体制の整備 

１１．都市部を中心とするコンパクトなまちづくり 

１２．農山村を中心とする日常生活機能の充実 

１３．都市と農山村を結ぶ幹線道路の整備などネットワーク機能の強化 

 １４．その他（                         ） 
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問１２ 山口市が取り組んでいるまちづくりについて、どのくらい現状に満足されていますか。 

    項目１から８までそれぞれお答えください。（該当するもの１つ に○） 

 

項目 山口市の取り組み内容 

満

足 

し

て

い

る 

や

や

満

足 

し

て

い

る 

ど

ち

ら

と

も

言

え

な

い 

や

や

不

満 

で

あ

る 

不

満 

で

あ

る 

例）１ 例）支えあい健やかな暮らしのできるまち １ ２ ３ ４ ５ 

１ 

支えあい健やかな暮らしのできるまち 

（健康づくりの推進、子育て環境の整備、高齢者・障がい者の支援 

体制の整備、福祉サービス・社会保障制度の充実） 

１ ２ ３ ４ ５ 

２ 

いきいきと子どもが育ち、人がよりよく生きる、文化をはぐ

くむまち 

（人権が尊重されるまちの実現、教育環境の整備、家庭・地域にお

ける社会教育の推進、文化・芸術・歴史を生かした活動の充実、

生涯学習活動の促進、スポーツに親しめる社会の実現） 

１ ２ ３ ４ ５ 

３ 

安心・安全な暮らしのできるまち 

（災害や緊急事態への体制整備、消防・救急体制の充実、交通事故

の抑制に向けた啓発活動や環境整備、防犯活動・防犯対策の強化、

安定した給水体制の構築） 

１ ２ ３ ４ ５ 

４ 

自然環境と調和した暮らしのできるまち 

（自然環境の保全、環境資源の活用、ごみ排出量の抑制、リサイク

ルの推進、汚水処理体制の構築、生活公害対策の推進） 

１ ２ ３ ４ ５ 

５ 

機能的な都市基盤が整い、発展していくまち 

（地域に応じた都市環境づくりの推進、道路交通網の整備、公共交

通機関の利便性の強化） 

１ ２ ３ ４ ５ 

６ 

市民生活を支え、地域の活力を生む産業のまち 

（観光の振興、安定的な農業経営・森林経営・漁業経営の実現、地

域経済の活性化、中小企業の経営安定化） 

１ ２ ３ ４ ５ 

７ 

ともに力をあわせてつくるまち 

（地域コミュニティや地域自治の強化、官民連携による地域課題の

解決） 

１ ２ ３ ４ ５ 

８ 

市民の信頼に応える行政経営 

（計画的・健全な行政経営、透明性・公平性を確保した行政サービ

ス） 

１ ２ ３ ４ ５ 
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● その他ご意見がありましたらお聞かせください。 

 

 

調査にご協力いただきありがとうございました。 

 9月 30 日(水)までに同封の返信用封筒に入れて、切手を貼らずにポストへ投函してください。
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